
　

野
積
み
堆
肥
に
よ
る
臭

気
や
周
辺
の
水
質
汚
染
を

心
配
す
る
小
世
良
地
区
の

陳
情
を
契
機
に
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
を
中
心
に

調
査
し
て
き
た
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
生

活
環
境
保
全
条
例
の
改
正

を
議
員
発
議
し
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。
周
知
期

間
を
経
て
、
Ｈ

23
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
す

る
。

　

条
例
は
肥
料

取
締
法
で
定
め

る
肥
料
と
特
殊

肥
料
、
そ
の
原

料（
以
下「
堆
肥

等
」
と
い
う
。）

を
、
製
造
ま
た

は
、
販
売
す
る

事
業
者
に
適
用

す
る
。
肥
料
等
を
屋
外
で

保
管
（
以
下
「
野
積
み
」

と
い
う
。）
す
る
こ
と
は

原
則
禁
止
。
や
む
を
得
ず

野
積
み
す
る
場
合
は
、
一

定
範
囲
の
同
意
を
必
要
と

す
る
な
ど
、
厳
し
い

条
件
を
付
し
た
。
違

反
者
に
は
、
罰
金
を

科
す
る
ほ
か
、
町
長

は
改
善
勧
告
が
で
き

る
。

製
造
・
販
売
業
者

堆
肥
と
そ
の
原
料
の
野
積
み
を
禁
止

生活環境保全条例改 正を議員提案
Ｈ
22
年
第
４
回
定
例
会

12
月
９
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催

　
今
定
例
会
に
「
世
羅
町
生
活
環
境
保
全
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

（
以
下「
生
活
環
境
保
全
条
例
」と
い
う
。）を
、議
員
提
案（
以
下「
発
議
」と
い
う
。）し
た
。

　
発
議
は
議
員
に
与
え
ら
れ
た
権
限
だ
が
、
今
回
の
生
活
環
境
保
全
条
例
の
よ
う
な
本
格

的
な
条
例
改
正
案
は
合
併
後
初
め
て
と
な
る
。
　
　

　
ま
た
、
一
般
会
計
を
含
む
全
て
の
会
計
で
、
給
与
な
ど
の
減
額
を
中
心
と
し
た
補
正
予

算
案
が
提
出
さ
れ
た
が
「
不
適
切
な
記
載
が
あ
る
」
と
議
会
か
ら
の
指
摘
。
議
案
書
の
一

部
訂
正
と
修
正
を
迫
っ
た
。

　

11
月
29
日
の
第
５
回
臨

時
会
で
、
給
与
に
関
す
る

条
例
を
改
正
し
た
。
こ
れ

に
基
づ
い
て
人
件
費
を
減

額
す
る
補
正
予
算
（
一
般

会
計
ほ
か
、
７
会
計
）
が

提
出
さ
れ
た
。
町
長
は
減

額
の
根
拠
を
人
事
院
勧
告

と
し
た
。
一
方
、
議
会

は
、「
世
羅
町
の
人
件
費

削
減
の
根
拠
は
給
与
条

例
」
と
主
張
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
調
整

し
た
結
果
、
す
で
に
、
提

案
さ
れ
て
い
る
議
案
に
つ

い
て
は
一
部
修
正
す
る
こ

と
と
し
た
。
人
件
費
の
ほ

か
で
は
町
道
用
地
取
得

費
、
統
合
小
学
校
仮
設
校

舎
な
ど
を
減
額
。
世
羅
中

央
病
院
増
築
負
担
金
、
傷

み
の
激
し
い
町
道
舗
装
改

修
費
の
増
額
を
可
決
し

た
。ま
た
、12
・
13
才

頃
に
接
種
す
る
と
効

果
の
高
い
子
宮
頸
ガ

ン
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

促
進
費
を
可
決
し
た
。

工
事
契
約
・
条
例
制
度

　

５
千
万
円
を
超
え
る
契

約
は
議
会
の
議
決
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

　

世
羅
小
学
校
の
増
築
工

事
は
12
月
15
日
に
入
札
。

１
億
８
千
８
百
万
円
で

（
株
）
セ
ラ
ケ
ン
が
落
札

し
た
。
工
期
は
Ｈ
23
年
９

月
21
日
と
な
っ
て
い
る
。

２
学
期
か
ら
使
用
で
き
る

こ
と
、
児
童
の
安
全
を
最

優
先
す
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
議
決
し
た
。

　

す
で
に
、
契
約
さ
れ
て

い
る
町
道
安
田
徳
市
線
道

路
改
良
工
事
は
土
質
の
状

況
と
残
土
処
分
の
関
係
で

１
千
万
円
増
額
す
る
。

　

町
内
全
域
に
網
羅
さ
れ

た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加

入
、
接
続
す
れ
ば
、
テ
レ

ビ
の
受
信
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速

通
信
も
地
域
格
差
な
く
利

用
で
き
る
。

　

反
面
で
、
維
持
・
保
守

に
相
当
な
経
費
が
必
要
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
基

金
を
設
置
す
る
。

補
正
予
算
書
を
一
部
修
正

池田工場現地調査

せらひがし小学校視察
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生活環境保全条例改 正を議員提案
　

11
月
10
日
で
常
任
委
員

会
と
議
会
運
営
委
員
会
の

委
員
任
期
が
満
了
す
る
。

こ
の
た
め
臨
時
会
を
開

会
、
委
員
を
選
任
し
た
。

ま
た
、
議
会
が
町
民
の
負

託
に
応
え
、
責
任
を
ど
う

果
た
す
か
、
時
代
に
即
し

た
議
会
の
使
命
な
ど
を
調

査
研
究
す
る
た
め
、
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置
を
決
め
た
。

　

さ
ら
に
、
７
月
豪
雨
災

害
の
大
規
模
復
旧
工
事
２

件
、
年
度
内
に
工
事
が
完

了
で
き
な
い
も
の
を
次
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
な
ど

決
定
し
た
。

　

改
選
し
た
新
委
員
は
次

の
と
お
り
。

（
◎
は
委
員
長
○
は
副
委

員
長
）

議
会
運
営
委
員
会

　

◎　

徳
光　

義
昭

　

○　

仲
行　
　

洋

　
　
　

矢
山　
　

武

　
　
　

福
田　

義
人

　
　
　

永
田　

英
則

　
　
　

中
村　

幸
雄

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

◎　

中
村　

幸
雄

　

○　

岡
田　

武
士

　
　
　

西
田
美
喜
男

　
　
　

豊
田　
　

勲

　
　
　

福
田　

義
人

　
　
　

仲
行　
　

洋

　
　
　

松
本　

秀
治

　
　
　

奥
田　

正
和

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

◎　

永
田　

英
則

　

○　

矢
山　
　

武

　
　
　

安
佐　

長
秀

　
　
　

徳
光　

義
昭

　
　
　

能
登　

哲
夫

　
　
　

仙
光　

保
喜

　
　
　

小
川　

信
晃

　
　
　

福
田　
　

豪

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　

◎　

松
本　

秀
治

　

○　

豊
田　
　

勲

（
委
員
は
議
長
を
除
く
全

員
）

第
４
回
臨
時
会

第
４
回
臨
時
会

11
月
５
日

　

世
羅
町
職
員
の
給
与
は

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
い

る
。
そ
の
国
家
公
務
員
が

給
与
減
額
す
る
た
め
、
世

羅
町
も
減
額
す
る
。

　

し
か
し
、「
な
ぜ
、
国

に
準
ず
る
の
か
」
な
ど
と

の
、
疑
問
は
残
っ
た
ま
ま

と
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
町
長
・
副
町

長
、
議
員
の
給
与
・
報
酬

は
、
報
酬
審
議
会
に
諮
っ

た
後
に
提
案
す
る
と
い
う

条
例
の
定
め
が
あ
る
。
こ

の
、
解
釈
は
分
か
れ
た
ま

ま
可
決
し
た
。

第
５
回
臨
時
会

第
５
回
臨
時
会

11
月
29
日

�

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ�

　

�

議
長
　
奥
田
　
正
和
　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
中
が
、
混
迷
の
ま
ま
迎
え
た
平
成
23
年
は
、

政
治
と
経
済
を
早
く
立
て
直
し
て
と
願
う
が
、
我
が

町
は
そ
の
よ
う
な
悠
長
で
は
な
ら
な
い
。

　

我
々
議
会
人
は
、
前
向
き
に
進
み
自
己
研
鑽
し
、

町
政
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
昨

年
末
に
発
足
し
た
、議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
町
の
発

展
に
資
す
る
政
策
提
言
な
ど
議
会
活
動
が
活
発
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
年
、
大
き
く
転
機
を
迎
え
る
小
学
校
再
編
統
合

は
、
新
た
な
環
境
の
中
で
、
児
童
が
た
く
ま
し
く
元

気
よ
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
愛
着
の
あ
る
校
舎

を
閉
じ
る
寂
し
さ
も
あ
る
が
、
新
た
な
活
用
に
よ
り

地
域
が
賑
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　

尾
道
自
動
車
道
、
世
羅
Ｉ
Ｃ
を
活
か
し
た
取
組
み

は
、
待
っ
た
な
し
。
観
光
関
係
者
と
連
携
し
た
新
た

な
町
づ
く
り
、
地
場
産
業
の
活
性
化
策
は
多
様
に
あ

る
。
今
、
知
恵
と
汗
を
し
っ
か
り
出
し
た
い
。

　

地
域
は
、
自
治
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
ビ
ジ
ョ
ン
の
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

様
々
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
く
。
人
が
輝
く
町
な
ら

で
は
の
動
き
。

　

う
さ
ぎ
年
の
一
年
。
途
中
で
昼
寝
せ
ず
、
前
へ
跳

ね
、
耳
を
立
て
声
を
聞
き
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ご
指
導
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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